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一歩足を踏み入れると、アンティークの

醸し出す雰囲気に時が止まったかのような

錯角に陥る。今年4月にオープンした書斎

館は、骨董通りの近くにひっそりとたたず

む大人の空間だ。最初に入る部屋の中央

には、昔の小学校で使用されていた年代

物の椅子と机が置かれ、壁には世界中か

ら集められた文具アンティークがディスプ

レイされている。右へ抜けると、広々とし

たスペースには世界中から集められた芸

術品とも言える一流の万年筆が並べられ、

左へ抜けるとまさしく書斎と言えるカフェ

スペースが広がっている。

アメリカのフィシャーズホテルの椅子、ニ

ューヨーク近代美術館永久保存モデルの

テーブルなどの珍しい家具を集めたイン

テリアもさることながら、書斎館オリジナ

ルの陶器や大正から昭和初期のグラスな

ど細部までこだわりが感じられる。また、

全刊揃った『アサヒグラフ』など2万5000

点にのぼる蔵書コレクションも楽しめる。

オーナーの赤堀正俊さんは「お客さまに

は書斎のようにくつろいでいただけたらと

思っています。万年筆を買う人のための

スペースですので、カフェで商売をしよう

とは思っていません。逆にあまり混雑する

のも困りものです」と語る。

欧米諸国を飛び回るうちに、モノや空間

に対しての研ぎ澄まされた感覚が身につ

いた赤堀氏は「100年の歴史を持つ建物に

ある欧米のカフェは、それ自体で歴史の重

みのある文化です。日本ではどちらかとい
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うと、商売という感じがします。コーヒー

を高くするのは家賃が高いからなどと聞く

とがっかりしますね」と苦笑する。

自分のポリシーを貫き通すという人が少

なくなった時代だからこそ、書斎館のよう

な空間は貴重だ。「ルイ・ヴィトンのバッグ

から100円のボールペンを出す若い日本人

女性は滑稽です。遊び心を忘れないこと

ですね。万年筆を使うと手を洗わなくては

いけませんが、その一見ムダに見える行

為の合間に、新たなアイデアが閃いたりす

ることが多いのです」

住所：港区南青山5-13-11 パンセビル1階
TEL：03-3400-3377
営業時間：11:00am ～20:00pm（無休）「書斎館」 
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メニューは、飲み物オ
ンリー。水出しアイス
コーヒー（800円）は、
冷たい水を使って長
時間かけて抽出したコ
ーヒーを使用。

万年筆は、イタリアの
一流ブランド、ビスコ
ンティやアウロラなど
世界中から1500本以
上が揃えられている。
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